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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
[緒言]
従来の接着システムでは､唾液や血液め汚染によって､エナメル質および象牙質に対する接着儀さ








に唾液を滴下し汚染 した後に水洗したもの (以下､唾液水洗)と､水洗 しなかったもの (以下､
唾液汚染)､歯酎 こ血液を滴下し汚染 した後に水洗 したもの (以下､血液水洗)と､水洗 しなか
ったもの (以下､血液汚染)､その後アブソリュー ト2をそれぞれメーカー指定の方法に従い接着












コントロー ル √唾液水洗 唾液汚染 血液水洗 血液汚染
エナメル質 29.56士3.48 27.28土4.17 27.34土3.52 27.78士5.57 27.24土4.92
象牙質 26.02土3.99 25.95士4.88 23.06士5.83 24.52土5.34 23.99土5.22
すべての群間において有意差なし(ri>0.05)
表 2 歯面処理後に汚染された歯質に対する微小引張り接着強さ(Mean土S.D.,MPa)p-8)
コントロー ル 唾液水洗 唾液汚染 血液水洗 血液汚染
エナメル質 29.56土3.48a 24.80土5.90a 18.96土4.91 26.26土4.34a 19.49土6.87

















姶 文 事 重 積→黒 の 要 旨
本研究ではオールインワン横着システムの新規ボンディング材が水分のある歯面に用いながらセルフ
エッチング機能を持つ特殊なシステムであることに着目し､唾按および血練によって汚染された歯頚部歯
質に対する接着性について検討したものである｡具体的には､エナメル質 ･象牙質に対して9パターンの
汚染シュ亨レー ションを想定してどの段階で接着強さが低下するかを比較検討している｡
研究は以下の実験項目について行っている｡なお､ボンディング材はオールインワン接着システやのアブソリュ
ート2､コンポジットレジンはセラメックス･モノを､また汚染物質にはヒト唾淡とヒト血液を用いた｡
1)マイクロテンサイル法による微小引張り接着耗牧
2)7.プソリュー ト2塗布前後の被着面の微細構進の親秦
3)接着界面の微細耕準の親蕪
4)微小引張り､接着試験後の破断面の観秦
結果として以下の4点を明/Bかとしている｡
1)24時間後の接着強さは､歯面処理前に唾碑または血液によって汚染されたエナメル質および魚牙賓の
全条件において､コントロールと比較して有意差は憩められなかった｡また､歯面処理後に唾練また
は血掛 こよって汚染された耳ナメル質および象牙質は､水洗すると有意差は瓢められないものの､平
均値が約14パーセント低下し､水洗なしでは有意に低下した｡水洗の有無に賄わらず､歯面処理に
よって歯質が脱灰された結果､･汚染物質が残脅しやすくなぅたと考蕪している｡
2)アブソリ才一ト2塗布後の被着面のSEM観秦では､エナメル質､象牙質ともに歯面処理前後に関わ
･らず唾液または血液によって汚染された歯質はコントロー)レと同様にスミヤ一層が除去されていた｡
したがって､汚染された条件下においでも十分な表面処理効果を有することを示している｡
3)接着界面のSEM戟轟では､アブソリュー ト2-度塗布後に唾鞍または血液によ?て汚染されたエナ
メル質および象牙質を水塊なしで接着した身合は疎な接合状態を示し､その他すべての条件下におい
ては緊密な接合状億だった｡水洗なしの被着面には汚染物質が残留していた｡
4)破断面の形態観蕪では､エナメル質､象牙質ともにアブソリ立- ト2-度塗布後に唾練または血瀕に
よって汚染し水洗なしで接着した境合は､コントロールや他の群と比較して界面破轟が多く親奏され
た｡
以上のことから､世界で唯一のウェットボンディングでありかつセルフエッチングシステムである1ステップタ
イプのオールインワン接着システムは､修復操作時において歯帝都のような接着阻害因子による影響を受けやすい
部位に対して有用な接着修復システムであることを示唆している｡本研究は汚染に強い接着システムの開発におい
て重要な示唆を与える有意義な研究であると考えられる｡したがって､本申請静文には博士 (歯学)の学位授与に
値すると判断した｡
